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研究内容 

微細化処理は、顔料、セラミック焼結体、吸着性粘土鉱物、あるいは食品産業などの高度化にも欠かせ

ない技術で、広範な分野で事業化が見込まれる。粒子の微細化において、サブミクロン領域（=0.1μm）

までは工業的に生産できる技術が確立されているが、それ以下の粒子は強い凝集が起こり、生産が困難で

ある。一方、ナノサイズ(=100nm 以下)の単分散粒子が生産できれば、電池の飛躍的な容量向上や、医薬

品の薬効向上が期待できる。 

本テーマでは粒子単分散を目標として、以下の取り組みを行っている。 

①ナノ粒子の凝集・分散性と電気特性の評価

電気化学的分散技術と機械的分散技術を複合させた｢プラズマチャンバー｣の試作・評価

②高次ナノ分散技術の開発

酸・塩基性原料に高耐久な湿式微粒化装置(耐食対応チャンバー)の開発

各種有機溶媒に高耐久な湿式微粒化装置の開発

③ナノ粒子・材料の評価指標確立

フロー式粒子像解析装置を利用したナノファイバーの繊維長測定法の確立

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

ナノ粒子がもたらす効果に期待し、各種産業より安定的なナノ粒子の作製技術が望まれている。しかし、

現行の湿式微粒化装置では、ナノサイズまで粒子を完全に単分散させることは難しいのが現状である。本

テーマでは、表面改質効果および電荷調整効果を有する電気化学的分散技術に注目し、これに湿式微粒化

装置の機械的分散技術を加えることで、粒子の分散力を高めた新規分散プロセス(プラズマチャンバー)を

開発している。 
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実用化 

活用例 

本テーマで試作した耐食対応チャンバーや、平成 27 年度の産学官連携推進事業で省エネ微粒化装置の

開発を目的に試作した 2 種類の新型微粒化チャンバー(新型スリットチャンバー、新型サヤ型チャンバー)

は、共同開発企業で既に問い合わせがありテスト案件で使用されている。テスト案件は、装置購入を検討

しているユーザーが対象となっているため、良好な結果が出れば製品化が望める。また、現在試作・改良

中のプラズマチャンバーについても同様の流れで製品化を目指している。 

共同研究に

ついて 

これまでに行った共同研究活動 

平成 26 年度 TONIO 研究開発公募事業【先端技術実用化支援事業】 

「バイオマスナノファイバーの応用製品及び新規ナノファイバーの開発」 

平成 27 年度 TONIO 産学官連携推進事業 【新商品・新事業創出枠】 

省エネ微粒化装置の開発 

平成 27 年度 TONIO 産学官連携推進事業 【高機能素材・ライフサイエンス産学官連携戦略研究事業 】

バイオマスナノファイバーを用いた整髪料の開発 

平成 28 年度 TONIO 産学官連携推進事業【新商品・新事業創出枠】 

深層水と微細化昆布を用いた高機能スキンケア剤の開発 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

湿式微粒化方法及び湿式微粒化装置(特願 2014-246364) 

その他 




